
修行内容 

 

令和 2 年 5 月 26 日 

越後与板打刃物伝承会 

 

1,修行の目的 

 弟子が越後与板打刃物の技術を継承し、修行開始から 5 年後に独立して生計を立てられ

るようになること 

 

2,期間 

 弟子として入職した日から最長 5 年間 

 

3,修行内容 

指導日：週 5～6 日 

 指導日は職人がつきっきりで弟子に指導する 

指導前後の時間帯や休日に自主鍛錬可 

 

○おおまかなイメージ 

  1 年目：工程を覚える、(製作スピードにこだわらず)製品を作る 

  2 年目～4 年目：製作スピード・品質を高め、商売として成り立つ水準に近づける 

5 年目：独立に向けて準備をする 

修行終了後：職人の鍛冶場を継ぐ 又は 別の場所に鍛冶場を構える 

※職人が高齢のため、「終了後も職人の鍛冶場で従業員として働く」ことは難しいです。 

 あくまで、5 年後に自分が事業主になることを前提に準備してください 

 

4,修行中の待遇 

 給与：15 万円/月(支給額) 

 副収入を得ることを認める 

 

5,修行中の住居 

 物件の紹介可 

 

6,その他 

 ・日常生活に車が必要 

 ・冬季は雪が降るので除雪が必要 


